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環境白書の刊行に当たって

本県では、「誰もが安心して、たくさんの笑顔で暮らせる福岡県」を目指

し、さまざまな施策を展開しており、その実現のためには、豊かで快適な

環境を持続可能なものとしていくことが重要です。

本県の環境行政の施策大綱である「第五次福岡県環境総合基本計画

（福岡県環境総合ビジョン）」では、「環境と経済の好循環を実現する持続

可能な社会」を将来像に掲げ、グリーン社会の実現を推し進める「脱炭素

社会への移行」、資源の効率的活用と廃棄物の適正処理による「循環型

社会の推進」、生物多様性の保全・利用とワンヘルスの理念の実現による

「自然共生社会の推進」など７つの柱を設定し、各分野での取り組みを進めているところです。

特に、「循環型社会の推進」に関しては、「ふくおかプラごみ削減応援サイト」による情報発信や先進

的プラスチック代替製品の開発支援などの取り組みに加え、今後急速な増加が見込まれる使用済ＥＶ

バッテリーの資源循環に向けて、令和６年７月に「グリーンＥＶバッテリーネットワーク福岡（ＧＢＮｅｔ福

岡）」を設立しました。このネットワーク会議のもとで、関連企業の皆さまとともに、全国初となる資源循

環の「福岡モデル」の構築を目指します。

「自然共生社会の推進」に関しては、令和６年３月に策定した「福岡県アライグマ防除実施計画」に基

づいた特定外来生物アライグマの防除体制の構築、生物多様性保全に関する研究やワンヘルス教育

を実施するワンヘルス体験学習・研究ゾーンの整備などに取り組んでいます。

今後も、これらの取り組みをはじめ、環境総合ビジョンの７つの柱に基づく施策を推進し、環境と経

済の好循環を実現する持続可能な社会を目指してまいります。

本書は、環境に関する年次報告として公表するものであり、本県の環境の現状や施策の概要などを

取りまとめています。次世代に豊かな自然や美しいまち、限りある資源を引き継いでいくことは、私た

ちの重要な責務です。本書を多くの皆さまに活用していただき、持続可能な社会の実現に向けた環境

保全活動の輪がさらに広がっていくことを期待しています。

  令和６年 12 月
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第Ĩ章 ᆵࣰ県のৄ੩のଵඡƝ取組のŷƾƳƌ 

౶た֠෗類はそのང生以来、この地球上で環境がׁたら

すሟかな૝みをਜ਼೥してきました。これらの地球の૝みは、

ቴ来の世代からೊりている大โなׁのです。しかしながら、

現ఓの౶た֠の世代がこれらの૝みを消費しෞくす։それ

にྞኜしています。 

ၟにઝ年では、地球温暖化による気୭ᇥ၌により、集中ு

や঳֯つなどの気ඉఆ॔やႨ中൵のໃ加、Ⴚఢ物の品ಱ࢑

࿃ऀ、၌ඬ物の生໺૩のᇥ化など、地球環境に໣大なࢬ੽

が発生しています。౶た֠の世代がこれまでのようなೂव૪

అঊ၌を໗֐れ֯、൙来の世代はሟかな地球の૝みをਜ਼೥

できなくなるでし׆う。 

౶た֠は、地球のሟかな૝みを൙来の世代にࢂき૫֏た

め、地球環境へのᆟझを減らし、ೂव૪అঊ၌がಏ໗可能

となるようなೂवをஓ築していかな֐れ֯なりま֚ג。቎ଡ

は、ଡ環境ຳ஽基቎૱बに基֤く各೟施策をྫྷじ、՞ಏ໗可

能な՟ᆵࣰଡを目指しています。 

Ĩ ૪అ・ೂवのǛȕーȞ化 

ೂव・૪అঊ၌の発展にᄔってໃ大する環境ᆟझを࿃減するためには、環境ᆟझの࿃減に৳ይ

するਙട・産業のව੹がഓጅとなります。 

ଡ内には、࿃燃費ೆやዻyな৿器の電力消費をጌえる؆ؤーᄖ導体等の省エネルギー・省資源

型の製品を生産する産業があり、ሾડೱ౦、大ኆဂ౦の両エרタכンにはリサイクル৘ᎌ産業の集

ูが図られています。これらの地域ၟ性をঊかし、グリーンアジアே఑๗ጸຳ஽ၟ区に։いて省エ

ネルギー・省資源に大きく৳ይする環境ვፄ型製品の開発・生産੐࿾のஓ築を進めています。 

さらに、቎ଡのಀଫଞ੄৿৘に։いて、環境ᇱ๺に৘するྔ௮ଞ੄に取り組ֿととׁに、ᆵࣰଡリ

サイクルຳ஽ଞ੄事業化װンターでは、産ॺ঱民のᎌૢによるリサイクルਙടとೂवシステムの開

発を進めています。 

ºଵఓ取ƿ組ǈƜいǀ主な౮ప

 エר事業സやエؔז؊רリーに։֐る省エネルギー・省資源の取組の促進

 ଡの率先した環境物品等のྔ༥によるグリーンம入の推進

 グリーンアジアே఑๗ጸຳ஽ၟ区に։֐る環境ვፄ型製品の開発・生産੐࿾のஓ築

 ෯素製່・供給のイ؃؎ーションを推進するととׁに、ᆳஃい分ኾでの෯素利用の拡大を促進

し、成ྙ分ኾである෯素৘ᎌ産業の集ูを図る、「ᆵࣰଡ෯素グリーン成ྙ๗ጸ」の推進

 ಀଫଞ੄৿৘に։֐る環境ᆟझ࿃減に資するྔ௮・ଞ੄、ᆵࣰଡリサイクルຳ஽ଞ੄事業化

る産ॺ঱民による共同ଞ੄֐ンターに։װ

第ୖ಑ᆵࣰ県環境ຳ஽ৰ቎૱ब 

（詳఍は第２ᆪ第２章） 
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ே内の環境ౌ઄の市場ਊኟの推ࡤ 

資ፍӱ202２年ᄟ環境産業の౦඘ਊኟ推ࡤ（環境省） 

※ ༾෾ശጫにより஽૱が஽׎ない඘஽がある。

２ ಏ໗ईႷなೂवをಲଵƎǀƔƶのདࡰƚくƿ・෗ƚくƿ 

地球温暖化やプラスチックごみのኴ༎など、ௗ႘の環境ኴ༎は、पyの႘ඛ生ঊにᄔって発生す

るׁのであり、それらのኴ༎をशଂするためには、一෗ֱとりが環境の現状やड༎についてฝしく

ጫशし、ಛらの႘ඛப၌をᇥえていくᅢጅがあります。環境ੱࡱは、環境に対する৘඾をভ਍すると

とׁに、共ྫྷのጫशをෆめ、ኴ༎शଂ能力をࡱ成することをྫྷじ、各೗体のಛ೗的な環境ኴ༎への

取組を促進するׁのとしてഓጅです。 

቎ଡでは、「ִく։か環境ֱ֯׌」や「ִく։かエרライ؊ࣤ࣍サイト」、「ִく։か環境ஃሇ༆」など

ーク化をؤブサイトやSNS等でのගሇ発මをྫྷじ、各೗体のಛ೗的な環境ᇱ๺の取組やネットלכ

促進しています。 

また、地域に։֐る取組をྫྷじて቎ଡのሰましい環境をຕഞし、地球環境のᇱ๺に஭ଝするため、

平成 8（1996）年に「ᆵࣰଡ環境ଡ民वਢ」を設置し、ଡ民・事業者・பทが一体となって、ᆵࣰଡ環

境ຳ஽基቎૱ब（ᆵࣰଡ環境ຳ஽؈ジョン）の推進を図っています。 

さらに、ଡ内の各ᇱ健ᆵ౵環境事ኃസに「地域環境੤ਢव」を設置し、地域の実ගにࣤじた地球

温暖化対策・㕳㖋・ಛ๹共生の推進等の事業を実施しています。地域の住民や౤どׁた֠、事業者の

環境をணえப၌する࡝ಡをֿࡱととׁに、地域住民・事業者等が事業にౄबすることにより、地域の

環境ঊ၌の༶い手となることを目指しています。 

加えて、౤どׁた֠が環境ᇱ๺ঊ၌や環境ॺ೺をபう「こどׁエרクラブ」のঊ၌を支࣍するため、

環境ॺ೺वを開௹しています。 

ºଵఓ取ƿ組ǈƜいǀ主な౮ప

 ブサイトや㖌㖇㖌を利用した環境ගሇの発මלכ

「ִく։か環境ֱ֯׌」（https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/hiroba1.html）

（詳఍は第２ᆪ第３章） 
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「ִく։かエרライ؊ࣤ࣍サイト」（https://www.ecofukuoka.jp/）

「ִく։か環境ஃሇ༆」（https://x.com/fukuokakankyou）

 環境ଡ民वਢや地域環境੤ਢवによるଡ民・事業者・பทが一体となった環境ᇱ๺への取組

 小ॺ生୶֐環境ੱࡱᆱၥ቎のఢ成・ვᆑ、小中ॺ生୶֐地球温暖化対策ؤークブックの࿓供

 こどׁエרクラブঊ၌の支࣍

３ ༨༼ຍೂवƭのࡤப

地球温暖化は、気温や海෯温の上൦、ࡣඛ気ඉ、生໺૩のᇥ化などዻyな分ኾにࢬ੽をׁたらし

ています。ၟにઝ年、ே内॒でෆ௅な気ඉఆ॔が໣発するなど、地球温暖化による気୭ᇥ၌により、

ௗଢ଼このようなఆ॔リスクがஏに高まると予໐されています。

このような状況に対ശするため、平成 27（2015）年に؆リで開௹されたேᎌ気୭ᇥ၌Ꮂ組ඞዃ

༌ 21 回࿙ዃேवਢ（㕼㖈㖉21）に։いて、平ઍ気温上൦を産業ॹ኏以前にᄾָ 2­ቴ満にጌえ、

1Ӹӿ­以ऀにጌえるဖ力をすることを世ै共ྫྷ目ᅮとした「؆リ੤定」がం༖され、平成㕳㕰（２㕰１㕸）

年に気୭ᇥ၌に৘するทᆒ間؆ネル（IPCC）は、「1Ӹӿ­ၟ別ሇெി」をとりまとめ、地球温暖化を

1Ӹӿ­にጌฑするためには、ႏ౒化༼素Ⴭഞፘが令和１２（２㕰㕳㕰）年までに４㕵％削減され、㕳２

（2050）年௖にはฝታゼロに༥するᅢጅがあること等をಘしました。

पがேでは、令和２（2020）年に「２㕰㕵㕰年までに温ಬ効ऐסスのჍഞを๺体としてゼロにする、

༨༼素ೂवの実現を目指す」ことを๓ସし、3（2021）年４月の気୭サؔットで「႘቎の2030年度の

温ಬ効ऐסスჍഞを2013年度から46％削減することを目指す。さらに50％の高みに୶֐、ྉ๗

を໗֐る」ことをᅳነしました。

቎ଡでは、令和 4（2022）年 3 月に「ᆵࣰଡ地球温暖化対策実ப૱ब」をू定し、32（2050）年

度までに቎ଡの温ಬ効ऐסスჍഞの実ಱゼロを目指し、12（2030）年度の温ಬ効ऐסスჍഞፘを

平成 25（2013）年度ᄾで 46％削減することを目ᅮにૡ֑、ଡ民、事業者、౦町໠などとᎌૢ・੤力

し、温ಬ効ऐסスのჍഞ削減やਹ収源に৘する対策（ো和策）と気୭ᇥ၌のࢬ੽をሻ౱・૴減する

対策（適ࣤ策）をຳ஽的・૱ब的に推進しています。

令和 3（20２1）年度の቎ଡの温ಬ効ऐסスჍഞፘは 4,240 ቮトンであり、平成 25（2013）年度

ᄾで 31.5％減൛（前年度ᄾ3.2％減൛）しています。

（詳఍は第２ᆪ第ī章）

ᆵࣰ県のࣽಬ୲ऐǗスჍഞፘの推ࡤ
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ºଵఓ取ƿ組ǈƜいǀ主な౮ప 

 導入支࣍システムの公開やアド؅イ׫ーのჃଧ等による再生可能エネルギーの導入促進 

 共同ம入による家࿍・৫業の太陽光発電設備等の導入促進 

 ᆵࣰଡ地球温暖化ሻ౱ঊ၌推進װンターやᆵࣰଡ地球温暖化ሻ౱ঊ၌推進ࡿによる地域に

։֐る省エネルギー・省資源のᆗ及૖発 

 エؔז؊רリーやエר事業സに։֐る省エネルギー・省資源の取組の促進 

 ᆵࣰቴ来֤くり住༔のᆗ及促進やଡ内事業者へのᇸൃઞ׿ؔװー・ZEB ଣॺवの実施による

住༔、建築物の省エネルギー対策の促進 

 ଡ有施設への太陽光発電設備導入やଡ公用ೆへの電၌ೆ導入によるଡの率先取組 

 ᆵࣰଡ気୭ᇥ၌適ࣤװンターに։֐る気୭ᇥ၌ࢬ੽や適ࣤගሇの収集・分ื・発ම 

 

ī ഩ環型ೂवの推進 

高度૪అ成ྙを支えた大ፘ生産・大ፘ消費・大ፘ჋৾型のೂवは、౶た֠に大きなሟかさやᇬ利

さをይえると同ಐに、地球上の有限な資源を大ፘに消費し、࿵๹資源をലるຮい、჋৾物のᆊ適ฝ

ശጫや環境ࣞ๟など、ೂव૪అঊ၌のಏ໗的な発展をຑ॔する事໺をׁたらしました。 

これらのጺれにಇ౱めをか֐るには、資源大ፘ消費型のೂवஓ່から、資源ഩ環利用を基ྔとし

たೂवシステムへと࿼হを図ることがᅢጅです。ၟに、プラスチックは、その有用性からᆳஃい製品

に利用されている一ሑで、ᆊ適ฝなശጫのために൛なくとׁ世ैで年間ዃ㕸㕰㕰ቮトンがጲ上から海

洋にጺഞしていると推૱され、地球ਊኟでの環境ࣞ๟がଖႪされています。 

पがேでは、令和 4（2022）年 4 月に「プラスチック資源ഩ環ሓ」が施பされ、プラスチックのライ

؊サイクルに৘׎るあらׅる೗体に։֐る資源ഩ環の取組を促進するためのຂ置が定められました。

቎ଡでは、２（２㕰２㕰）年７月に「ִく։かプラスチック資源ഩ環କൻ」を策定し、事業者、ଡ民及びப

ทが一体となってプラスチックごみの削減をすすめています。 

また、቎来ඳָられるにׁかか׎ら֙ಾてられてしまうඳ品（ඳ品ロス）が、ඳ品の製່・ጺྫྷ、॒

ඳ・ᄦპ、消費の各ཌॎに։いて႘ඛ的に発生しています。቎ଡでは、平成 28（2016）年度からい

֠ວくඳ品ロス削減推進事業をଡのഓ࿾施策にૡ֑、ଡ民運၌としてその削減に取り組גでいます。 

令和4（2022）年3月には「ᆵࣰଡඳ品ロス削減推進૱ब」を

策定し、૱बৼ間（4(2022)年度から 8（2026）年度まで）でඳ

品ロス年間発生ፘを 1ቮトン（5％）削減することを目ᅮにૡ֑、各ཌ

ॎごとの施策を実施しています。 

჋৾物のശጫについては、「ᆵࣰଡ჋৾物ശጫ૱ब」により㕳㖋（჋

৾物の発生ጌฑ（Reduce ） 、再ౚ用（Reuse ） 、再生利用

（Recycle））の推進や、჋৾物ശጫの適ฝ化に取り組גでいます。 

令和㕵（2023）年度（໒ሇཏ）のଡ内の一ᄤ჋৾物（ごみ）のຳჍ

ഞፘは１６７ቮ㕳๑トンであり、前年度から減൛しています。４（２㕰２２）

年度のଡ内の産業჋৾物の発生ፘは１,７４６ቮ㕳๑トン、資源化・減

ፘ化ፘは 1,６8㕸ቮ㕹๑トンであり、ઝ年ࣧ֯いで推ࡤしています。 

一ᄤ჋৾物の適ฝശጫ推進のため、各౦町໠は一ᄤ჋৾物ശጫ

૱बを策定し、૱बに従ってശጫをபっています。቎ଡでは、౦町໠

（詳఍は第２ᆪ第Ĭ章） 

ᆵࣰ県ඳ品Șスణଲ推進૱बᅳ౸ 
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等のശጫ施設のࡥಏ৉ጫが適ฝにப׎れるよう適ਗ立入ଙ௮をபうֺか、施設のࡥಏ৉ጫに৘す

る定ৼ的なሇெにより実໺Ⴞ࠶をபい、ᅢጅにࣤじてू๷指導をபっています。また、ᆵࣰଡఆ॔

჋৾物ശጫ૱बに基֤き、ఆ॔჋৾物のശጫについてଡ内჋৾物৘૒事業者ཆ体やડೱ・౅୵各

ଡとະୗ支࣍੤定を࿙ଅし、ஃ域的なఆ॔჋৾物ശጫに૒るᎌૢ体ฑをஓ築しています。さらに、

౦町໠ධࡿ等৘૒者に対するଞೲ等により実๯的な対ࣤ能力の୶上を図っています。

産業჋৾物については、事業者への立入ଙ௮、ശጫ業者やჍഞ事業者への஬೺व等をபってい

ます。また、ᆊ適ฝശጫのວৼ発ଣ・ວৼ対ࣤのため、ࡊ定型最೸ശ分඘に対する઻削ྔ௮の実施、

฾॒๦נメラဩఐドローンやלכアラブルנメラのঊ用、平႘ኻ間及び਷႘཭間の৆౽؆トロール、

ଡ૳ళの੤力による؍リרプターをౚ用した઱からの؆トロールなど、৆౽指導を強化しています。

ᆵࣰ県ࡴᄤ჋৾ᆾ（ごƴ）のຳჍഞፘᇖƨƠಃଳ化ፘbଲፘ化ፘਸƨ௻೸ശ分ፘ

ᆵࣰ県ౌ઄჋৾ᆾのᄇภፘᇖƨƠಃଳ化ፘbଲፘ化ፘਸƨ௻೸ശ分ፘ

ºଵఓ取ƿ組ǈƜいǀ主な౮ప

 㕳R ૖発等による჋৾物減ፘ化の促進

 ᆵࣰଡリサイクルຳ஽ଞ੄事業化װンターに։֐る産ॺ঱民による共同ଞ੄

 リサイクル製品Ⴁ定ฑ度によるリサイクル製品のᆗ及促進

 ؊ード؅ンクঊ၌やඳָׁの余ら֚ג༆の促進等によるඳ品ロス削減の推進

 ִく։かプラごみ削減ؘעン؏ーン等によるプラスチック資源ഩ環の促進
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 ౚ用అみ太陽光発電؆ネルのリ؛ース・リサイクルの推進

 一ᄤ჋৾物ശጫ施設のธ備・ࡥಏ৉ጫ等に৘する౦町໠等へのගሇ࿓供やൃସ

 ఆ॔჋৾物ശጫにૢ׎る౦町໠ධࡿ等に対するଞೲの実施

 ᆵࣰଡᆊሓဨ৾マッ؉ングシステムをঊ用したᆊሓဨ৾事ࡎのගሇ共有

 ฾॒๦נメラဩఐドローンやלכアラブルנメラ、ࣙॸ຦ఢ対ࣤ৆౽נメラによる産業჋৾物

ശጫ施設等への৆౽指導の強化

 定型最೸ശ分඘に対する઻削ྔ௮ࡊ

Ĭ ಛ๹੢ภೂवの推進 

地球のྙい፾ౝの中で、生物はዻyな進化を෵֑て現ఓの生໺૩を૛成しています。໣೟໣ዻ

な生物からなる生໺૩は、෗類の生ໜにとってഓጅな生物໣ዻ性の૝みをׁたらします。また、「෗

と၌物の健康と環境の健๺性は一つ」というؤン؍ルスのጫႪの推進に։いて生物໣ዻ性のᇱ๺は

ഓጅな取組です。しかし、環境ࣞ๟、地球温暖化などのࢬ੽により、生物໣ዻ性がಪ׎れつつありま

す。 

ଡ内でׁ、開発やጰ地ጰ౅のன჋による生物໣ዻ性の෴༄などのֺか、॒来生物によるఓ来生

໺૩のかくጞや生ໍ環境のᇥ化に਍ࢀしたイ؃シシ、シנ、サルなどのኾ生ྛ഑によるႺఢ物ᅇ॔

などが生じています。 

቎ଡでは、令和 4（2022）年 3 月に「ᆵࣰଡ生物໣ዻ性๗ጸ 2022-2026」を策定し、2050 年

に「生きׁのを支え、生きׁのに支えられるஂ֚を共শできるೂव」の実現を目指し、生物໣ዻ性の

ᇱ๺とಏ໗可能な利用に৘する施策をຳ஽的かつ૱ब的に推進す

ることとして։り、ྛ഑ᇱ୦や有॔ྛ഑対策、ස፟ธ備などに取り組

 。でいますג

また、৵൛ኾ生၌ඬ物のᇱ୦を図ることにより生物໣ዻ性を॰ᇱす

るため、令和 3（2021）年 5 月に「ᆵࣰଡ৵൛ኾ生၌ඬ物೟のᇱ୦に

৘するඞ፯」を施பしました。ඞ፯に基֤きၟにᇱ୦がᅢጅな 20 ೟

を指定৵൛ኾ生၌ඬ物೟に指定しています。 

これらの取組により、ሟかなಛ๹の૝みをಏ໗的にਜ਼೥できるಛ๹

共生ೂवの実現や、෗とኾ生၌ඬ物とが共ໜするሟかなಛ๹環境の

次代への૫ൡを目指します。 

ස፟ธᅏ（੫ဗ৖ᄊ）     ෯ᇩ（઻আ・クȕーク）       ຶମ（ႏ಑ຶମ） 

（詳఍は第２ᆪ第ĭ章） 

ྛ഑ᅇ॔໴ప 
（ǢǖƠƽǀᅺኪඳ॔防౱） 
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ºଵఓ取ƿ組ǈƜいǀ主な౮ప 

 シנのඳ॔による生໺૩へのᅇ॔がེしいࢷᅝ౅及びଜثॻに։֐るシנのᇵ९及び์ኗ৭

ᛖඬ物のᇱ୦対策 

 ᆵࣰଡアライグマሻൊ実施૱बに基֤くアライグマᇵ९の推進 

 ॒来೟ኴ༎૖発のための஬౧Ⴣଧ 

 ᆵࣰଡレッドデータブックのू࿛ 

 ኾ生၌物のഓ൵Ⴈ性ଆ小ᄜ減൛൵୭ૌ（SFTS）כイルスশ๟状況のྔ௮ 

 ෗・၌物・環境の各分ኾに৘する一体的なಀଫ・ଙ௮、ྔ௮・ଞ੄の実施やؤン؍ルスのᆗ及・

૖発をபうؤン؍ルスװンターのธ備 

 公共事業に։֐る生物໣ዻ性へのვፄの推進 

 ຳ஽的なྛ഑ᅇ॔対策、ன჋ස፟のธ備 

 

ĭ ଌஅƜऻ࿪ƠᇿƾƐǀภঊ環境の૛ถ 

቎ଡでは、ࡊ๺・ࡊ඾な環境の॰ᇱに୶֐て、大気ࣞ๟、෯ಱࣞ༝、ဘ඙ࣞ๟などに対する各೟

施策を推進するととׁに、౦町໠と੤力してແࣿ・ව၌・࠵೻などの公॔対策にׁ取り組גできまし

た。このֺか、環境大気中のሐಽ性物ಱに৘するඛಐ໐定及びગ਼ಐをມ定したモニタリング体ฑ

を॰ᇱしています。 

ௗଢ଼ׁ大気環境、෯環境について、৆౽体ฑをஓ築することにより、環境ᇱ๺への各೟対策の実

施とගሇの࿓供及び大気ࣞ๟物ಱのࣁ境ኴ༎対策をபい、健康で快適にᇿら֚る生ঊ環境の॰ᇱ

を図ります。 
 

Ǎ ་ਂৄ੩のᇱ๺ 

大気環境のඛಐ৆౽は、大気ࣞ๟ሻ౱対策上、最ׁ基቎となるׁのであり、ଡ内55અのඛಐ৆

౽໐定અで໐定されたデータはテレメータシステム（ࣙॸ৆౽装置）によりଡᇱ健環境ଞ੄സ及び

ଡ庁に集ዃされ、ଡؐーム؏ージで公開されるととׁに、大気ᇱ๺பทにঊ用されています。 

代ᅳ的な大気ࣞ๟物ಱには、ႏ౒化ጾ࣯（㖌㖈2）、ႏ౒化ཤ素（㖇㖈2）、一౒化༼素（㕼㖈）、ᆘዥጿ

౤状物ಱ（㖌㖉㖆）、光化ॺעןシ׵ント（㖈x）、ᅑ小ጿ౤状物ಱ（㖉㖆2.5）などがあり、これらの物ಱに

は環境基準が定められています。 

令和5（2023）年度の໐定ଅऐによると、㖌㖈2、㖇㖈2、㕼㖈及び㖌㖉㖆は๺໐定અで環境基準を༥

成しています。㖈㖑は、๺ே的に環境基準༥成率がᅋඛに࿃く、቎ଡに։いてׁ๺໐定અで環境基準

を༥成できていま֚ג。な։、㖉㖆2.5は平成26（2014）年度まで環境基準を༥成できていま֚גで

したが、േyにू๷し、令和㕳（2021）年度以வは๺໐定અで環境基準を༥成しています。 
 

（詳఍は第２ᆪ第Į章） 
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་ਂ環境ৰമ༥ถඡੳの推ࡤ 

また、ᇱ健環境ଞ੄സが開発した大気ࣞ๟予໐システムを用いて、ଡ内（４地域別）に։֐る光化

ॺעןシ׵ントやPM2.5のၤಛ予໐をቚ႘実施して։り、高Ⴕ度の光化ॺעןシ׵ントやPM2.5の発

生が予໐される඘஽には、ଡ公ಠ㖅㖂㖇㕾アכנントによりଡ民に対し高Ⴕ度予໐ගሇをვමしていま

す。（令和４年２月１㕵႘から開ౡ） 

発生源対策として、大気ࣞ๟ሻ౱ሓ等に基֤き、令和㕵（202㕳）年度にはָ࣊ 315 ଉの୿඘・事

業඘の৆౽指導をபうととׁに、ಛ၌ೆჍഞסス対策を進めています。 

建築物等のश体、ू່ቦはᇸೲにᄔうุኚᅌైሻ౱対策として、໐定৿器（アス؎ストア׿ライ׫

ー）を２༊ვ備するととׁに、5(2023)年度にはָ࣊ 768 ଉのၟ定ᇈじגჍഞ等ఢ業現඘に立入

ଙ௮をபい、ఢ業基準のള೙の࿮࿌等を指導しました。また、ఆ॔に備え、ડೱ・౅୵㕹ଡとアス؎

ストྔ௮๔኷家ཆ体（２ཆ体）との間で、ᅇఆ建築物等のุኚྔ௮に৘する支࣍੤定を令和４年６月

１㕳႘に࿙ଅしました。 

 

ºଵఓ取ƿ組ǈƜいǀ主な౮ప 

 大気環境状況のႾ࠶ 

 㖉㖆2.5や㖈㖑の཯࡝ভ਍等の実施 

 㖉㖆2.5や㖈㖑の高Ⴕ度予໐ගሇのვම 

 ୿඘・事業඘に対する৆౽指導の実施（֯いじג、㖏㖈㕼、׵イעןシン、෯ઠ等） 

 श体等୿事現඘に対する৆౽指導の実施（ุኚᅌైሻ౱対策） 

 ࿃公॔ೆ等のᆗ及促進 

 

Ǐ ෯ৄ੩のᇱ๺ 

቎ଡのओ๖、海域及びୈ൮の෯ಱについては、෯ಱ໐定૱बに基֤き、ଡ、ே、ท令౦等が環境

基準の༥成状況を৆౽しています。 

቎ଡでは、෯ಱࣞ༝ሻ౱ሓ等に基֤き、୿඘・事業඘のჍ෯をਊฑし、෯ಱࣞ༝のሻ౱にဖめて

います。また、環境基準の༥成ࡥಏを図るため、๺ே一ጳのჍ෯基準にᄾָ、よりଯしい上ඔ֚Ⴭ

෯基準を設定しています。෯ಱࣞ༝の代ᅳ的指ᅮである㕻㖈㕽（ओ๖）ቦは㕼㖈㕽（海域、ୈ൮）の環

境基準༥成率を公共用෯域๺体でଣると、൨和53（1978）年度の 44.4％に対し、平成ଭ（1989）

年度は 66.1％、令和㕵（202㕳）年度は㕸1.1％となって։り、୿඘Ⴭ෯のਊฑやऀ෯ၗ、ච化ຫのธ
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備促進等の取組によりേyにू๷し、ઝ年、๺体の環境基準༥成率はॗ֬７㕰％から㕹㕰％の間で推

。していますࡤ

෯環境のᇱ๺には、ጺ域ごとのၟ性にࣤじた対策がᅢጅであり、各෯૩のओ๖ธ備基቎ሑ෕や

ओ๖ธ備૱ब等に։いて健๺な෯ഩ環に୶֐た取組をபっています。

ºଵఓ取ƿ組ǈƜいǀ主な౮ప

 公共用෯域や地ऀ෯の෯ಱࣞ༝状況の৆౽

 立入ଙ௮によるၟ定施設の実໺Ⴞ࠶及びჍ෯基準ള೙状況の॰Ⴁ

 有॔物ಱౚ用・ཻໆ事業඘ගሇの集ዃと共有

Į ே఑環境੤፛の推進

਼૽な૪అ発展を෵֑ているアジアൂ地域に։いては、෗୵のໃ大にᄔう჋৾物Ⴭഞፘのໃ大

やओ๖等෯ಱの࠵化、大気ࣞ๟などの環境ኴ༎がପఓ化しています。

቎ଡでは、同地域の環境ኴ༎のशଂに஭ଝするため、቎ଡに蓄ูされた環境ਙടやכ؄כ؃をঊ

用し、同地域への環境੤力を推進しています。具体的な取組として、アジアൂ地域のபท঱に対す

るଞೲや、ଞೲをྫྷしてஓ築した෗的ネットؤークをঊ用したே఑環境੤力事業を実施しています。

また、アジア太平洋地域に։いて、ࡊ๺な෯の॰ᇱ、჋৾物の適ฝなശጫなど੍住環境のू๷を

推進しているேᎌ؈؄タットᆵࣰ቎ᆪのঊ၌を支࣍しています。

（詳఍は第２ᆪ第į章）
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ºଵఓ取ƿ組ǈƜいǀ主な౮ప

 アジアൂ地域の環境分ኾのபท঱を対ඉとしたே఑環境෗材ࡱ成ଞೲの実施

 ؎ト׿ム・؄؃イ౦に։֐るଡ内৫業とᎌૢした環境ਙടの導入支࣍

 ؎ト׿ム・؊エ省に։֐るᆵࣰሑಠ჋৾物ശ分඘のธ備及びᆗ及展開への支࣍

 タイ・؅ンרクဒに։֐るごみ減ፘ化支࣍

 中ே・ஔຏ省のႊੜ環境展ಘवに։֐るଡ内環境৘ᎌ৫業へのഞ展支࣍

 インド・デリー準ೱの大気環境ू๷に୶֐た੤力

 ேᎌ؈؄タットᆵࣰ቎ᆪへの支࣍

؎トי؄؃・ؕ׿౦ 

・ᇓถ20Ⴉ2ଈՒዕ୻੤࿊࿙ଅ

・ᇓถ22Ⴉ10ଈՒৄ੩੤፛੤࿊࿙ଅ

・ᇓถ25Ⴉ8ଈՒᆵࣰሑಠ჋৾ᆾശᇀ඘

ธᅏ֪૒׊ॲി࿙ଅ

・ᇓถ27Ⴉ6ଈՒبײبז׮ശᇀ඘ഥ୿

・፭Ꭼ㕳Ⴉဗ⿤Ւ༨༼ຍँ֭֞ৄ֭׀੩

ਙട၏ႚ౫࣍

؎トؕ׿・ཨ࣡ทᆒ 

・ᇓถ30Ⴉ10ଈՒᆵࣰሑಠ჋৾ᆾ

ശᇀ඘ӡ؊ם൶Ӣธᅏ֪૒׊ॲി࿙ଅ

タי・ཨ࣡ทᆒ 

ӡ࿵๹ಃଳৄ੩൶୰॔໴పઅӢ 

・ᇓถ24Ⴉဗ⿤Ւᆵࣰሑಠ჋৾ᆾശᇀ඘

ธᅏ౫࣍

・ᇓถ27Ⴉ9ଈՒ׬ーכע౦ശᇀ඘ഥ୿

・ᇓถ28Ⴉ8ଈՒৄ੩੤፛੤࿊࿙ଅ

タפרب؅・יဒ 

・ᇓถ18Ⴉ2ଈՒዕ୻੤࿊࿙ଅ

・ᇓถ24Ⴉ2ଈՒৄ੩੤፛੤࿊࿙ଅ

・ᇓถ2㕴Ⴉဗ⿤Ւৄ੩ੱࡱ౫࣍

・፭Ꭼ㕶Ⴉဗ⿤Ւ֓־ଲፘँ౫࣍

 ーമೱ؟׼・׾بי

・ᇓถ19Ⴉ3ଈՒዕ୻੤࿊࿙ଅ

・ᇓถ30Ⴉ1ଈՒዕ୻੤࿊ஏශ

ӡ་ਂࣞ๟ַ֭੤፛ྩבइӢ

・፭ᎬଭႩဗ⿤Ւ་ਂৄ੩ू๷֪୶֞֐੤፛

大気環境׿ؔװ՛ 環境ੱ育 福岡方式廃棄物処分場 環境展ಘव 

ཨே・ஔຏ൶ 

・ᇓถ4Ⴉ11ଈՒዕ୻੤࿊࿙ଅ

・ᇓถ23Ⴉ3ଈՒৄ੩੤፛੤࿊࿙ଅ

・ᇓถ23Ⴉဗ⿤Ւৄ੩࿶ಘव֭ഞ࿶౫࣍

ே఑ৄ੩੤፛のະ೚๐ 
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第２章 県内の主な取組

第Ĩ節 ŊĻľŪ(ಏ໗ईႷな開ᄇኬᅮ)

平成２７（2015）年㕹月に開௹されたேᎌサؔットに։いて、㖌㕽㖀㖦（Sustainable Development 

Goalsӱಏ໗可能な開発目ᅮ）がం༖されました。

㖌㕽㖀㖦は、先進ேを৞ֿே఑ೂव๺体の開発目ᅮとして、「༱一෗取りౖさない」ೂवの実現を目指し、૪

అ・ೂव・環境をലるஃᄧなड༎に取り組ֿため、「気୭ᇥ၌への具体的な対策」など１７のשールと 169 のタ

ーקットがಘされています。

㖌㕽㖀㖦の໣くのשールが環境施策と৘ᎌがあります。「ଡ内の೗な取組」に։いては各取組に৘ᎌのある㖌

㕽㖀㖦の೗なשール・ターקットをነಘしています。

ŊĻľŪ ĨĮのǟーȖ

あらׅる඘സで、あらׅる૛໺のᆅ௘に೸౱ᆚを໫

つ
ே内։よびே家間のᆊ平等をฏฝする

ਐलに೸౱ᆚを໫֠、ඳፍのࡊ定॰ᇱとࢯጊ状໺

のू๷を༥成するととׁに、ಏ໗可能なႺ業を推進

する

ဒ౦と෗間の੍住地を包ๅ的１）、ࡊ๺、レジリエント
㕵）かつಏ໗可能にする

あらׅる年፼のすָての෗yの健康的な生ঊを॰

ᇱし、ᆵ౵を推進する
ಏ໗可能な消費と生産の؆ターンを॰ᇱする

すָての෗yに包ๅ的１）かつ公平でಱの高いੱࡱ

を࿓供し、生क़ॺ೺の৿वを促進する

気୭ᇥ၌とそのࢬ੽に立֠୶かうため、ગ਼対策を

取る

ジלン׵ーの平等２）を༥成し、すָての൅性と൅ಋ

のエン؆ؤーメント㕳）を図る

海洋と海洋資源をಏ໗可能な開発に୶֐てᇱ๺し、

ಏ໗可能な૛で利用する

すָての෗yに෯とࢸ生へのアクװスとಏ໗可能な

৉ጫを॰ᇱする

ጲ上生໺૩のᇱ୦、回ᆲ։よびಏ໗可能な利用の

推進、ස፟のಏ໗可能な৉ጫ、௱ჳ化への対ശ、ဘ

地ᎀ化のຑ౱։よびਲ਼࿼ならびに生物໣ዻ性ໟಪ

のຑ౱を図る

すָての෗yに手ご׌でමጘでき、ಏ໗可能かつઝ

代的なエネルギーへのアクװスを॰ᇱする

ಏ໗可能な開発に୶֐て平和で包ๅ的１）なೂवを

推進し、すָての෗yに౜ሓへのアクװスを࿓供す

るととׁに、あらׅるレ؎ルに։いて効ऐ的で฽႞

ある包ๅ的１）なฑ度をஓ築する

すָての෗yのためのಏ໗的、包ๅ的１）かつಏ໗

可能な૪అ成ྙ、生産的なর๺୓用։よびデטー

ーク４）を推進するؤ・ントװ

ಏ໗可能な開発に୶֐て実施手ཌを強化し、グロー

؅ル・؆ート׿ーシップ 6）をঊ性化する

レジリエント 5）なイン؊ラをธ備し、包ๅ的１）でಏ໗

可能な産業化を推進するととׁに、イ؃؎ーション

の拡大を図る

ժ㖌㕽㖀㖦৘ᎌ用୤の๊ነի

1) 包ๅ的 … ༱一෗取りౖされることなく、世ैのஓ成ࡿの一෗一෗がೂवのシステムにౄबできること。

2) ジלン׵ー平等 … ཌྷ性と൅性のዂআの࡫いによって生まれるೂव的・ᇌ化的性௭をジלン׵ーとାび、この性௭に਍ࢀする௭別を࿯჋すること

をジלン׵ー平等という。

3) エン؆ؤーメント … ৘૒者にଚ限のᆋይや各೟支࣍をபい、目ᅮの༥成のためのಛጳ的なப၌を促すこと。

4) デטーװント・ؤーク … ။きがいのある෗間らしい仕事のこと。

5) レジリエント（レジリエンス） … 強෣さ、࿑உ力、໵ਵ力、回ᆲ力、ᆲଭ力などとዅされ、ఆ॔などの॒的なストレスに対してしなやかに対ࣤしၜる

能力を指す。

6) ؆ート׿ーシップ … ੤力৘૒、੤။体ฑ、ᎌૢの仕組み。

総
　
説
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Ĩ ๺ேഷのౚዿఅļōǻッǱȕーಃଳഩ環ȍǲȖのஓཝ

ഩ環型ೂव推進課

पがேでは、ௗଢ଼、EV のᆗ及にᄔい、ౚ用అ؅ッ

テリーのჍഞፘׁ加໒度的にໃ加していくことが予

ມされます。

㕾㖏の؅ッテリーに৞まれるレアメタルは、その໣く

を海॒にࡕໜして։り、૪అࡊ๺ᇱඏ上のଖႪがあ

るֺか、ࣨೱでは、؅ッテリー製່ಐのリサイクル材

のౚ用率が定められたことなどをგ૤に、पがேに

に։いてׁ、令和１２（２㕰㕳㕰）年までにೆఐ用をはじ

めとする؅ッテリーのリサイクルシステム॰立を目指

すこととしています。

こうした中、ଡでは、令和６（２㕰２４）年７月、ಛ၌

ೆメーנーやઞ໔リサイクル事業者等でஓ成する

「グリーン EV ؅ッテリーネットؤークᆵࣰ（࠮ൺӱ

GBNet
ジ ー ؈ ー ネ ッ ト

ᆵࣰ）」を設立しました。

GBNet
ジ ー ؈ ー ネ ッ ト

ᆵࣰは、؅ッテリーの「回収」、「リ؛ース」、

「リサイクル」、「再製່」の一ᎌの୿࿘を、๺ேに先

પ֐て、ᆵࣰଡで実఑に၌かすことにより、ड༎のཬ

ഞとशଂに取り組み、؅ッテリー資源ഩ環の「ᆵࣰモ

デル」をஓ築します。

これにより、㕾㖏؅ッテリーの製່੐࿾化を目指し、

環境と૪అの୻ഩ環を実現します。

SDGs ゴール・ターゲット関連図

ᆵࣰȍǲȖ（ౚዿఅļōǻッǱȕーಃଳഩ環ǢスǱム）

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

ļōǻッǱȕーļōǻッǱȕー
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２ プラスチックのಃଳഩ環Ơ୶Ɔƛ

ഩ環型ೂव推進課

世ै๺体では、ቚ年ዃ㕸㕰㕰ቮトンのプラスチック

ごみが海洋にጺഞし、このままでは２㕰㕵㕰年には海

洋中のプラスチックごみのഓፘがਖ਼のഓፘをྖえる

とಀ్するሇெがあります。

このようなプラスチックごみኴ༎をგ૤に、令和 4

（2022）年４月、製品の設૱からプラスチック჋৾物

のശጫまでに৘׎るあらׅる೗体に։֐るプラスチ

ック資源ഩ環等の取組を促進するため「プラスチック

資源ഩ環ሓ」が施பされました。

ଡでは、「ؤンלכイプラスチックのౚ用削減」「効

ऐ的・効率的でಏ໗可能なリサイクルの推進」「؅イ

プラスチック等の代໼品の適โな利用促進」のן 3

つを཮に、各೟の取組を進めています。

プラスチックのౚ用削減に৘しては、事業者などと

ᎌૢしてౄ加型の૖発イ؎ントを実施しています。令

和㕵（２㕰２㕳）年度は、ଡ内のイןン及びサンリブ࿷ᇲ

に։いて、プラスチックごみ削減に৘するクイׯラリ

ーやステージイ؎ント、ؤークショップなどを開௹しま

した。

ᇏ֚て、令和㕵（２㕰２㕳）年度から、プラスチックご

み削減にዂ立つගሇを一ଭ的に࿓供する「ִく։か

プラごみ削減ࣤ࣍サイト」を開設し、ଡ民・事業者୶

の取組事፯や、ูઇ的な取組を実施する事業者の֐

インタؚ؈ーなどを発මしています。

リサイクルの推進に৘しては、リサイクルຳ஽ଞ੄

事業化װンター等とᎌૢし、ౚ用అ࡭ዄ品ボトルな

どのリサイクル実ආ事業に取り組גでいます。

プラスチック代໼品の利用促進に৘しては、令和６

（２㕰２４）年度から、؅イןプラスチック等をঊ用した

先進的なプラスチック代໼製品の開発を支࣍するᇸ

ൃઞ事業を開ౡしました。プラスチック代໼製品の೟

類をໃやすことにより、ุውዡ来プラスチックのౚ用

削減につな֑ることを目指しています。

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

࿷ᇲǏȄȞǳのዻ౤

SDGs ゴール・ターゲット関連図
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３ ȕǠǏクȖຳ஽ଞ੄ಈ઄化ǦȞǪーの௻新ถऐ

ഩ環型ೂव推進課

቎ଡが平成 13（2001）年に設立したᆵࣰଡリサイ

クルຳ஽ଞ੄事業化װンター（以ऀ、「װンター」とᅳ

਋）では、産ॺ঱民による共同ଞ੄開発の支࣍や地

域展開に୶֐た事業化支࣍、環境・リサイクルගሇ

の発මをபっています。

Ĩ クȕーǶȞǛ઄ኃዿのཌȇーȖǺȞǗー

業೟間の୪ጺを促進し共同ଞ੄ࡣ、ンターではװ

や新؈ジネスのຕഞを目指すため 「ִく։か㕳㖋メン

؅ーׯ」を設立、運営して։り、वࡿのニーׯ（೫ጅ、

௘りごと）・シーׯ（ਙട、כ؄כ؃）のマッチングに取

り組גでいます。

大ேཌボール୿業Ӕ（ཌボール製່業者）とӔア

ルサ（クリーニング業者）をマッチングしたଅऐ、クリ

ーニング୿඘のؤイシؘ׹包装৿でౚ用できるཌボ

ール製のࡩ類؄ンסーが開発され、クリーニング࿷

ᇲでౚ用されています。クリーニング୿඘のラインで

ཌボール؄ンסーがం用されるのは、業ैഷです。

このཌボール؄ンסーは、ମ材ፍを再生可能な資

源へ置き໼えることによってプラスチックのჍഞጌฑ

を図るׁのです。ௗଢ଼、クリーニング業ैへのჂ及効

ऐがৼ໸できます。

２ ౚዿఅ࡭ዄ品ȇǳȖをȕǠǏクȖしƔ

ȕǠǏクȖ製品の製ఢ

ଡとװンターでは、プラスチックの資源ഩ環を促進

するため、(公ೂ)ᆵࣰଡዄఒ౧व及び大႘቎ࡽల

Ӕと੤同して、๺ேに先પ֐、ዄઅで჋৾されている

ౚ用అ࡭ዄ品ボトルを回収しリサイクルする実ආ事

業に取り組גでいます。

令和４（2022）年１㕰月から６（2024）年２月まで

にዃ１トンのボトルを回収、再生ମፍ化し、ଡ୿業ਙ

ടװンター化ॺ๧ࡥଞ੄സによる物性ᅴअをபった

上で、リサイクル製品へのঊ用をଙ၀してきました。

そのଅऐ、࡭ዄ品ボトルをリサイクルした「։ዄ手

؅ー」と「։ዄボックス」を製ఢしました。これらのנྂ

製品を、቎実ආ事業にౄ加している๺２㕸㕰ዄઅの一

ᆪに։いて、৵ሰする利用者にვᆑしました。

また、቎実ආ事業によりၜたཐଣをঊかして、「プ

ラスチック製࡭ዄ品ボトルのリサイクルに୶֐た環境

ვፄ設૱סイド（中間ࡎ）」をఢ成しました。

ௗଢ଼、設૱סイドをঊ用して、࡭ዄ品ボトルのリサ

イクルに୶֐た取組を။きか֐、新たな資源循環の

仕組みを構築していきます。

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組
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開ᄇさǁƔཌȇーȖǺȞǗー
製ఢしƔſዄ手ྂǖǻー（௬）Ɲſዄȇックス（ࢌ）

− 14 −

第２章a県内の主な取組a第２節aᆵࣰ県の取組



ī 環境ƠვፄしƔே఑スȈーǯ་वの開௹

⿤ǻȗーȇーȖǸーǢȒȞǥȕーǛ 2024 ᆵࣰ་व⿤

ே఑スȈーǯ་व推進ಬ

ே఑スؒー׹大वの開௹は、開௹地に։֐る૪అ

効ऐなど、໣くのࣼ૝がある一ሑで、ඳ品ロスやごみ

のჍഞなど、大व開௹が環境にׁたらすࢬ੽が指࿤

されています。

቎ଡに։֐るؤン؍ルスの取組がᅴअされたこと

により、開௹地として๰֯れた「ო取大ਦ ؅レーボ

ールネーションׯリーグ 2024 ᆵࣰ大व」（቎年 6 月

開௹）では、以ऀのと։りே఑スؒー׹大वに։֐る

環境ᆟझ࿃減の取組を実施しました。

Ĩ ඳ品Șスのణଲ

ே఑スؒー׹大वに։֐る運営スタッ؊のඳ事は、

各ಛのタイؔングで඘സを๰֯֙ඳָられることか

らᇯ当の࿓供が一ᄤ的となっていますが、余ったᇯ

当のඳ品ロスが発生することから、資源の᎜費や჋

৾物のໃ加につながっています。

቎大वでは、運営スタッ؊に対してᇯ当の࿓供を

ப֙׎、ညᇶ଑内にある൒業施設のレストランや大

वव඘に፥ไするイ؎ントव඘のעッチンנー等で

ౚ用可能なؔールチצットをვᆑし、余分な供給によ

るඳ品ロスを૴減する取組をபいました。

๰手及びチームスタッ؊については、थੌ大वに

։֐る各チームのඳ事ፘを分ืして࿓供ፘをྔธし

たり、各チームのඳ事ಐ間に஽֚׎て小分֐に調ጫ

することでഞ来立ての温かいፍጫを࿓供し、大ీౖ

りをሻ౱するといった取組をபうことで、アスリート

のഋ分なࢯጊๅ取を最ዓ先としつつ、ඳ品ロスの削

減に取り組みました。

２ ごƴのȕǠǏクȖ

቎大वのࣤ࣍用グッׯとしてఢ成したステטック؅

ルーンには、ࣙ฾॒๦と඲ი（燃やさない、化ॺዄ品

をౚ׎ない）で჋৾物を減容化、再資源化する新し

い჋৾物ശጫਙടの実用化に୶֐た素材がౚ用さ

れました。ステטック؅ルーンをはじめとするプラスチ

ック製品のശጫሑሓを୿ᆍすることで、環境へይえ

るᆟझを૴減しています。

჋৾物ശጫのਙടイ؃؎ーション素材をౚ用する

ׁの、רストച減のために従来のശጫሑሓをం用す

るׁのと、჋৾物の೟類によりメリ؄リのある取組を

பいました。

་वƜౚዿさǁƔスǱǎックǻȖーȞ

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

SDGs ゴール・ターゲット関連図
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Ĭ ॆዼごƴኴ༎のशଂƠ୶Ɔƛ

჋৾ᆾ໴ప課

቎ଡは、଴ैႃ、周ሻႃ及び有ነ海によってూ

ሑを海にࡗまれて։り、海য়๦のຳྙ࣊はዃ

651km を有しています。

海য়はጲと海がไし、௱ᆃ、৤൸、঳অなど໣೟

໣ዻな生物が生ໍ・生ࡱする਌ഓな඘となってい

るֺか、੗業ঊ၌や஗として利用されるなどഓጅな

ዂআׁऐたしています。

しかしながら、ઝ年、቎ଡの海য়にׁே内や周辺

のேから大ፘのᅰཧ物がࣥし৳֚ています。

そのため、平成 24 年（2012）年に「海য়ᅰཧ物

ശጫ推進ሓ」に基֤き「ᆵࣰଡ海য়ᅰཧ物対策地

域૱ब」を策定（28（2016）年ू࿛）し、ଡ内の海

য়のፕ୻な૤৑、໣ዻな生物のᇱ๺、生ঊ環境の

॰ᇱ等ຳ஽的な海য়৑光のᇱ๺を図っています。

具体的には、ேの「海য়ᅰཧ物等地域対策推進

事業」をঊ用して、஗Ꮋや੗஗など海য়に։֐る海

洋ごみの回収・ശጫをபっているֺか、海洋ごみの

発生ጌฑに୶֐た取組をபっています。

発生ጌฑの取組としては、พຣイ؎ントを開௹し、

地ଭಛಓ体や住民のሑyと੤力して海য়พຣঊ

၌をபうなど、海য়環境ᇱ๺にဖめるととׁに、ؒ

スターやチラシのఢ成・ვᆑや૖発၌ब「ቹཧjᅰ

ཧj海のごみにၩૼインタؚ؈ーj」のఢ成、ଡท

ഞ前஬௶等でのሐࢭなど、海洋ごみの発生ጌฑに

୶֐た૖発ঊ၌をபっています。

また、቎ଡの海য়にᅰཧしているごみの実໺を

Ⴞ࠶し、海洋ごみの効ऐ的な発生ጌฑ対策のଙ၀

にঊ用するため、ଡ内の海য়に։いてᅰཧ物組成

ྔ௮を実施しています。

このֺか、令和㕵（202㕳）年度は、地域๺体で海

の環境を೙っていく৿運のඦ成や海য়พຣ等の取

組の一ພの推進を目指して、同じ筑前海にኜして

いる౅୵ଡ、௨रଡ、ྙఞଡとᆵࣰଡの４ଡのᎌ

ૢ事業「筑前海࣎য়４ଡ一ฮ؈ーチクリーニング」

として「ोࣴ海෯ጏ඘クリーンアップ」を開௹したֺ

か、ጲ域で発生したごみが、ओ๖をྫྷって海へጺれ

௔גでいる実໺をႾ࠶するྔ௮を実施しました。

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

ोࣴॆ෯ጏ場クȕーȞǍップのዻ౤

SDGs ゴール・ターゲット関連図
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ĭ ǴȘーȞƝ AI をঊዿしƔౌ઄჋৾ᆾ৆౽౪၏の੫化

৆౽౪၏課

቎ଡでは、産業჋৾物ശጫ業者に適ฝശጫを指導

するにあたって、以ऀの取組をபっています。

Ĩ ௻新型小型฾॒๦ǖȌラဩఐǴȘーȞのঊዿ

平成 30（2018）年度から、中間ശጫ施設や最೸

ശ分඘等への立入ଙ௮の఑に、฾॒๦נメラဩఐド

ローンのঊ用を開ౡしています。

また、令和㕵（2023）年度には、最新型小型฾॒

๦נメラဩఐドローンを各ᇱ健ᆵ౵環境事ኃസに導

入しています。

最新型小型฾॒๦נメラဩఐドローンのঊ用によ

って、჋৾物のᇱ৉ፘ及びᅳኜ温度をฝ॰かつ෡

໒にႾ࠶し、産業჋৾物のᆊ適ฝശጫのວৼ発ଣ、

ວৼฏฝ及びऔఆのቴ๹ሻ౱を図っています。

２ ĸŀ⿜ņĺŉÅの၏ႚ

令和 5（2023）年度から、より෡໒な৆౽指導を

பうため、AI⿜OCR を導入しています。

ᆊ適ฝശጫのວৼ発ଣ・ວৼฏฝのため、産業჋

৾物ശጫ業者等への立入ଙ௮に։いて、産業჋৾

物৉ጫᅲ（マニ؊לスト）の適ฝ運用を॰Ⴁするᅢጅ

があります。AI⿜OCR の導入により、手ിきのマニ

て手֐がሶ大なಐ間をかࡿストについてׁ、ධל؊

入力することなく電౤データ化し、分ืすることで、

産業჋৾物৉ጫᅲの運用状況、中間ശጫの状況、

ശጫを࡙༛したჍഞ事業者等のႾ࠶が༽ಐ間で可

能となりました。

௻新型小型฾॒๦ǖȌラဩఐǴȘーȞ

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

ĸŀ⿜ņĺŉのŷƾƳし
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※AI-OCRӱঊಌ、手ിきᇌಌをၥみ取ることができるײ؊トלכア。
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Į ሾડೱ市੽ႃ፣ॆǓȕǍをཨ඾ƝしƔ෯ຍ་ਊኟ੐࿾のஓཝ

ಛ၌ೆ・෯ຍౌ઄ව੹課

զ福岡ଡ水ຍ੐࿾化෮進協ਢवէの発໑

ᆵࣰଡでは、෯素೫給のؒテンシؘルが高い「ሾ

ડೱ౦੽ႃ፣海エリア」を中඾とした੐࿾ธ備を目

指し、令和㕵年㕵月、ሾડೱ౦やડೱ電力、ฦᆪסス、

႘቎製࿲など෯素の利ঊ用を目指す৫業と「ᆵࣰଡ

෯素੐࿾化推進੤ਢव」を発໑しました。

ௗଢ଼、Ғ海॒からዐ入する෯素・アンモニア、ғ余

剰再生可能エネルギーをঊ用しଡ内で製່するグリ

ーン෯素等を੽ႃ፣海エリアから供給するととׁに、

ଡ内各地での෯素の利ঊ用を推進し、൙来的な大

ਊኟ੐࿾のஓ築に取り組みます。

令和６年㕵月には、෯素の੐࿾化を目指す事業者

に対する支࣍やਊฑのၟ፯ຂ置などをมり௔֟ג

「෯素ೂव推進ሓ」が成立しました。

この支࣍ฑ度のం༖に୶֐て、令和６年６月には、

੤ਢवのवࡿの一ᆪからなる৫業を中඾に、ሾડೱ

౦੽ႃ፣海エリアを中඾とした෯素・アンモニアの൒

用サプライチלーンஓ築に୶֐た事業可能性ྔ௮を

開ౡしました。

቎ྔ௮に։いて、ଡ内৫業の೫ጅፘを၃まえたே

内॒での෯素製່体ฑや෯素タンクなどの೥入・ཻ

ໆ設備、؆イプラインなどのዐຽイン؊ラのธ備につ

いて具体的なଙ၀を実施しています。

༨༼素化への対ࣤを૪అ成ྙの৿वと໎え、「૪

అと環境の୻ഩ環」をつくっていくため、ሾડೱ౦੽

ႃ፣海エリアを中඾とした෯素大ਊኟ੐࿾ஓ築の実

現に୶֐て、ࢂき໗き取り組גでいきます。

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

SDGs ゴール・ターゲット関連図

෯ຍ೫੉のȈǱȞǢȎȖƁஸい
ሾડೱ市੽ႃ፣ॆǓȕǍ

�ᆵࣰ県෯ຍ੐࿾化

推進੤ਢव�ᄇ໑
ሾડೱ市੽ႃ፣ॆǓȕǍをཨ඾ƝしƔ

෯ຍ等ǠプラǏチǒーȞ（ǏȌージ෨）
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į ĽĺȍǾȕǱǎÅᆗਸƝ෯ຍスǱーǢȒȞธᅏのࡴ໲࿨推進

ಛ၌ೆ・෯ຍౌ઄ව੹課

㕱 㕿㕼ؗט׻؟؈普及の້進

ᆵࣰଡでは、令和 4（2022）年㕸月に策定した「ᆵ

ࣰଡ෯素グリーン成ྙ๗ጸ」の཮の一つに「෯素利

用の拡大」をૡ֑ています。

中でׁ、モ؈リテט分ኾに։֐る利用拡大について

は、෯素をࡊ定的ঐつ大ፘに消費するトラックや؅

ス等の൒用分ኾでのᆗ及がᆊ可ଁです。

令和㕵（2023）年７月、ଡ内物ጺ事業者２ೂが、ଡ

のᇸൃઞをঊ用してฦ႘቎でഷとなる㕿㕼トラックの

൒用運用を開ౡし、現ఓまでに஽૱１１༊の FC トラ

ックがଡ内に導入されています（実ආ৞ֿ）。

令和６（2024）年度からは、新たに FC トラックの

෯素燃ፍ代ᇸൃを開ౡして։り、ࢂき໗き、物ጺ業

ैの༨༼素化や෯素ೂवの実現に୶֐て、FC トラ

ックのᆗ及を支࣍していきます。

また、「႘ဂᅝ౅๦BRTֱこֻしライン」に։いて、

令和㕵年 11 月から FC ؅スのຼப実ආを開ౡし、地

域୪ྫྷに։֐る෯素のঊ用ׁ促進しています。

㕲 水ຍス׻՛ب؜׬ธᅏの້進

ᆵࣰଡでは、ଡၤಛのᇸൃઞや、୭ᇸ地の๰定か

ら地ଚ者の୪൰まで一৓したサؒート等をྫྷじ、ଡ

内での෯素ステーションのธ備を支࣍しています。

現ఓまでに、ଡ内４ଡ域๺てに、ฦ႘቎最໣となる஽

૱㕹かസの෯素ステーションをธ備しています。

また、令和６（2024）年度からは、新たに FC モ؈

リテטに対ࣤできる෯素ステーションの運営費ᇸൃ

を開ౡしました。

こうした取組により、㕿㕼モ؈リテטのᆗ及と෯素ス

テーションのธ備を一体的に進めていき、㕿㕼モ؈リ

テטの先進੐࿾を目指していきます。

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

SDGs ゴール・ターゲット関連図

FC ǻスſᄼ᎔ኬಠ

FC ǳラックഞᄇಠ

Å水ຍと౒ຍの化学ᄗࣤによ֢֥発ဃしたဃ気֦ؗ՛タ՛ב

षし֥ຼるඔ用ೆ、׽ラック、؅ス့
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İ ǛȕーȞถྙ๗ጸ႘৚ॺภवਢ

⿤෯ຍೂवಲଵƠ୶ƆƔॺภƀƾの࿓ସ⿤

ே఑୪ጺ課

「グリーン成ྙ๗ጸ႘৚ॺ生वਢ※」は、႘৚৘૒

のቴ来を༶う෗材をࡱ成するため、႘৚㕸つのಛಓ

体の大ॺ生が؊טールドؤークや஬ਟをྫྷじて環境・

エネルギーท策をॺֵととׁに、႘৚の፾ౝやᇌ化

等に対するጫशをෆめる事業です。

ௗ年度は、႘቎໊から 10 ኎、৚ே໊から 12 ኎の

大ॺ生が、「次世代エネルギー（෯素）」をテーマに、

グループؤーク等をྫྷじてグリーン成ྙ๗ጸに৘す

る࿓ࡎ発ᅳをபいました。

ౄ加者からは、ሾડೱ౦でธ備されているような

෯素タכンを໢のဒ౦にׁธ備し、໣くの෗に෯素

のࡊ๺性や൙来性をႡಡしてׁらうことがഓጅとい

った࿓ࡎや、๔用஗のธ備をྫྷじて႘৚の間で෯素

๫を೰நし、๫内で෯素に৘するシンؒジכムをபう

など෯素のೂव的ഓጅ性についてᆗ及૖発をபう

࿓ࡎ、また、高अな෯素ಛ၌ೆにཧ目し、ம入者には

ᄖ年間ኅፍで෯素を供給する࿓ࡎなど、؛ニークな

アイデアが発ᅳされました。

࿓案브वのዻ౤

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

※ グリーン成ྙ๗ጸ႘৚ॺ生वਢ

႘৚海੪をੰ֟ג㕸ଡ౦ၗ（ᆵࣰଡ、௨रଡ、ྙఞଡ、౅୵

ଡ、চ౅ஃ域౦ゅ๺ጓႊၗ、૞൜ႊၗゅఅೱၟ別ಛಓၗ）のೣ

ྙが一၎にवする「႘৚海੪࣎য়ଡ౦ၗ୪ጺཐ事वਢ」を両地

域の発展とዕ୻৘૒を促進することを目的にቚ年開௹。

令和４（2022）年、「グリーン成ྙ๗ጸの推進」をテーマとして

開௹された同वਢ（ᆵࣰଡ開௹）での஽࡝に基֤き、「グリーン

成ྙ๗ጸ႘৚ॺ生वਢ」を開௹しました。

SDGs ゴール・ターゲット関連図
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Ĩħ �ƈƞƷǓǞクラȁ�の環境ॺ೺をǠȈーǳ

⿤ȕǠǏクȖ製品をঊዿしƔचఃთǦッǳを࿓੝⿤

環境ทప課

቎ଡは、こどׁエרクラブᆵࣰଡ事ኃઅとして、౤

どׁた֠が地域の中でॼしみながらಛ೗的に環境ᇱ

๺ঊ၌や環境ॺ೺をபう「こどׁエרクラブ」のঊ၌

を支࣍しています。

቎ଡでは、令和６（２㕰２４）年度に、リサイクル製品

をঊ用したचఃთװットの࿓供によりଡ内こどׁエר

クラブのঊ၌を支࣍し、౤どׁの環境ੱࡱの推進を

図りました。

具体的には、事業へのౄ加৵ሰがあったॺ஑・ᇱ

等のグループにസ໔するଡ内のクラブ（２７ཆ体）ࣆࡱ

へ、ଡ産Ⴁ定リサイクル製品（「ִくくる」）等をঊ用し

たचఃთ用品（ဘ、プランター、चの೟）を࿓供しまし

た。

ᇏ֚て、࿓供したリサイクル製品（プランター、ဘ）

が؏ットボトルؘעップ等をମፍにしていることなどを

まとめた౤どׁ୶֐資ፍをఢ成し、ვᆑしました。

  事業にౄ加した各クラブからは、10月ቨまでに44ଉ

のঊ၌ሇெが৳֚られ、चのఃთをྫྷじたಛ๹体ଫ

やリサイクルॺ೺にዂ立てていた֟くことができました。

また、このঊ၌ሇெを、環境ᆪ公ಠ X「ִく։か環

境ஃሇ༆」でׁ発මし、こどׁエרクラブঊ၌の፤の

拡大を図りました。

቎ଡのこどׁエרクラブဎᎩメン؅ー෾は令和６

（２㕰２４）年６月ቨには１ቮ෗をၩჅしました。

ௗଢ଼ׁ、ଡ事ኃઅとして、౤どׁた֠の環境ॺ೺の

支࣍をபっていきます。

ᄇमを৮ƫƈƞƷƔƖ

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

SDGs ゴール・ターゲット関連図

こどׁエרクラブとは

ዲಋ（㕳ఄ）から高஑生までなら֟れでׁౄ加できる環境ঊ၌

をபうクラブです。౤どׁ（メン؅ー）とঊ၌を支える大෗（サ

ؒーター）各１኎以上でஓ成され、家໖や地域、ዲབྷࣆ・ᇱࡱ

സ、ॺ஑、৫業・ཆ体等、ಛዡな૛໺でঊ၌しています。

環境ᆪ୰式 X ֮

׈֊ラ׶ר
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ĨĨ ໤ጉ୯ᄇ電設ᅏ等の੢၍மႚƝ J-クȗジッǳฑဗのঊዿ

環境ᇱ๺課

Ĩ ੢၍மႚƠƽǀ໤ጉ୯ᄇ電設ᅏ等の၏ႚ້進

ᆵࣰଡでは、家࿍や৫業の༨༼素化を推進する

ため、スצールメリットにより太陽光発電設備や蓄電

ཕのம入費用を࿃減する共同ம入の仕組みをঊ用

して、太陽光発電設備等の導入を促進しています。

令和６（２㕰２４）年度は、৫ब࿓ࡎ公ᇻで๰定した

支࣍事業者と੤定を࿙ଅし、ம入৵ሰ者のᇻ集をப

いました。また、支࣍事業者がம入৵ሰ者のとりまと

めや入షによる施୿業者の๰定、施୿業者が設備を

設置するまでの施୿৉ጫをபい、ᎌૢ・੤力して太

陽光発電設備等の導入を支࣍しています。

２ Ł-クȗジッǳฑဗÅをঊዿしƔ༨༼ຍ型

ラǏȀスǪǏȖの࡝ಡඦถ

ᆵࣰଡでは、ேがႡආする「㖃ӥクレジットฑ度」を

ঊ用して、太陽光発電設備等の導入により削減した

CO２ჍഞፘのとりまとめやჍഞፘ取ࢂをபい、その

収ࢽを地球温暖化対策に資する取組にঊ用すること

で、༨༼素型ライ؊スタイルの࡝ಡඦ成を図ることと

しています。

令和６（2024）年度は、Ⴭഞፘ取ࢂをபうために

ᅢጅな CO２Ⴭഞፘの削減ሑሓとそのモニタリングሑ

ሓに৘する૱बിのఢ成をபい、CO２Ⴭഞ削減ፘ

のとりまとめやჍഞፘ取ࢂをபう「ᆵࣰנーボンクレ

ジットݭॼᆪ」を開設し、ౄ加者のᇻ集を開ౡしまし

た。

੢၍மႚಈ઄のጺǁ

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

౫࣍ಈ઄ೄ（ǍǏチȐーǡーখಠवೂ）Ɲの੤࿊࿙ଅಠ

※ 太陽光発電設備や省エネ設備の導入による CO2のჍഞ

削減ፘ等を取ࢂ可能な「クレジット（環境अཏ）」としてே

がႡආするฑ度

SDGs ゴール・ターゲット関連図

Łクȗジッǳฑဗの౗組ƴ
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൞ཉႨ

ັཉႨ

॒ᇝཉႨ

天࡮ཉႨ

ஸ効率็ᅏ
ӡ઱調Ք੉ူ့Ӣ

Ĩ２ ൶ǓǸȖǙーഉ༔のᆗਸ

ഉ༔૱ब課

पがேに։֐るエネルギー消費のዃ㕳আを、住༔・

建築物分ኾ（業ኃ・家࿍ᆪ኷）が๒めています。༨༼

素ೂवの実現に୶֐て、省エネルギー性能にዓれた

住༔のᆗ及がᅢጅです。

令和４（202２）年度のଡの ZEH※１ᆗ及率は、཯

ᇌ୅建住༔で㕳6.0％࿘度、建პ୅建住༔で 3.1％

࿘度にጽまって։り、家࿍での༨༼素化を推進して

いくᅢጅがあります。そのため቎ଡでは、省エネ住༔

のᆗ及を目指し、以ऀの取組を実施します。

Ĩ �ᆵࣰቴ጖ƚくƿഉ༔�※２のᆗਸ

ー※３及び׵ル؈スכ؄ PPA※４事業者とᎌૢし、

ZEH 基準をྖえる省エネ住༔を供給するととׁに、

ഷৼ費用ゼロで導入できる PPA の手ሓのঊ用によ

りZEHにᅢጅᆊ可ଁな太陽光発電設備の導入を促

進し、その省エネ性能୶上や再エネ導入による効ऐ

をଙආ・公ᅳすることでଡ民の࡝ಡをඦ成し、省エネ

住༔のᆗ及促進を図ります。

※１ 太陽光発電や省エネ設備の導入などにより、エネルギー収支をゼロ

以ऀにする住༔

※２ ZEH 基準をྖえる省エネ性能を有し、PPA により太陽光発電設

備を導入した住༔

※㕳 ୅建住༔の供給をபう事業者

※４ 住༔സ有者と૚ዃした事業者が太陽光発電設備を設置し、発電した

電力をᄦპ・供給する仕組み

２ ൶ǓǸूೲ୿ಈ઄ೄ୶Ɔ஬೺व

効率的な省エネूೲをபえる事業者をໃやすた

め、省エネूೲにૢ׎る各地域の୿ኃ࿷等を対ඉに、

省エネूೲ等に৘する஬೺वを実施し、೥஬した事

業者のリストをଡ HP にૡఐします。

３ ኪ່୅建ƛഉ༔ตႷ୶එूೲᅉᇸൃઞ

৻ໜ୅建て住༔を対ඉに、省エネ化する఑にጅす

る୿事費の一ᆪを、ᇸൃします。

ଡ民に対し、これらの取組や住༔の省エネルギー

化のഓጅ性についてஃくගሇ࿓供していくことで、省

エネルギー住༔のᆗ及を進めていきます。

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組

൶ǓǸഉ༔のǏȌージ

SDGs ゴール・ターゲット関連図SDGs ゴール・ターゲット関連図
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Ĩ３ ȚȞȃȖスǦȞǪーのธᅏ

ȚȞȃȖスຳ஽推進課

新੹শ๟൵や地球温暖化等のؤン؍ルスに৘す

るड༎に対ࣤするため、෗の健康と環境のᇱ๺に৘

する৿能をಏつᇱ健環境ଞ੄സと、၌物のᇱ健ࢸ生

を一ଭ的に࠿う၌物ᇱ健ࢸ生സとがະୗにᎌૢした

。ンターのธ備を進めていますװルス؍ンؤ

ᇱ健環境ଞ੄സについては、令和４（2022）年㕸

月に「新・ᇱ健環境ଞ੄സ建設基቎૱ब」を策定し、

６（2024）年１月に基቎設૱をরፇしました。ᇱ健環

境ଞ੄സを現ఓの太௿ᆒ౦からみやま౦にࡤ࿼し、

地ሑࢸ生・環境ଞ੄സとしての৿能に加え、၌物ᇱ

健ࢸ生സとのᎌૢを図り、෗、၌物、環境を一体的

な౽࿾で໎えた分ኾࣧཉ的なྔ௮・ଞ੄をபう施設

としてธ備することとしています。また、ؤン؍ルス体

ଫॺ೺׳ーン（ंൺ）として、ଡ民等がؤン؍ルスに

৘するගሇをॺָる展ಘॺ೺ಬや௶ॺଞೲಬ等を

ธ備します。ᇏ֚て、生物໣ዻ性ᇱ๺に৘する॒ࣴ

ଞ੄ととׁに、生物໣ዻ性ᇱ๺の৑࿾からؤン؍ル

スੱࡱを実施する॒ࣴॺ೺をபう඘をธ備します。

၌物ᇱ健ࢸ生സについては、令和㕵（2023）年㕳

月に「ᆵࣰଡ၌物ᇱ健ࢸ生സ（ᆵࣰଡ筑ଢ଼家ཞᇱ健

生സ）基቎ஓມ」を策定し、６（2024）年㕳月に基ࢸ

቎設૱をরፇしました。筑ଢ଼家ཞᇱ健ࢸ生സを現ఓ

の筑ଢ଼౦からࡤ࿼し、家ཞに加え、ଡ内の࠮ৡ・展

ಘ၌物及びኾ生၌物のᇱ健ࢸ生業ኃをᆋ加し、๺

ேでഷめてとなる၌物ᇱ健ࢸ生സとしてธ備するこ

ととしています。

両者を同ᆕ地に建設することにより、໢に類をଣ

ない෗、၌物、環境の各分ኾに৘する一体的なಀ

ଫ・ଙ௮、ྔ௮・ଞ੄ができるၟ྇を生かして、先進

的なྔ௮・ଞ੄や๔኷෗材のࡱ成、ؤン؍ルスのᆗ

及૖発などを進めます。
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ȚȞȃȖスǦȞǪーの॒৑ǏȌージ

SDGs ゴール・ターゲット関連図

4.7 ཐಡ及び技能の೺ၜ

17.17 ؆՛׿׽՛׬ッ،
ൕ፱Ք෮進ב

13.3 気୭ᇥ၌のো
和、適ࣤ、影響軽減့
のू๷

効果

へルスの普及啓بؤ
発により、শ染൵防止
や生໺૩ᇱ๺の࡝ಡ
がஸֽる

効果
効果

12.4  化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出削減
12.8 自然と調和したライフスタイルに関する普及啓発

15.1 ጲࡰ生໺૩のᇱ๺
15.4 ౅ད生໺૩のᇱ๺

3.3 ࿿染ᅸの௠์とশ染൵ への対処
3.9 有害化学物質、大気、水質及び土壌
汚染対策

6.3  汚染့の減൛による水質のू๷
6.6 水に関する生໺૩のᇱ୦Քषᆲ

ፑ့のᎌૢによ࡭ፑ、഑࡭
り、人഑੢ྫྷশ染൵対策が
෮進する

水質のू๷や生໺૩のषᆲ
֮、ඳ֥֗ྫྷב、人と၌物の
ଌஅのᇱ୦につながる

持続可能な生ౌにより、化学物
質့が࿃減し、人や၌物へのଌ
அᅇ害が防止֔׋る

効果

気୭ᇥ၌のো和့により、
२生໺૩がषᆲが進む
ֽた、ස፟のᇱ๺့֮、気
୭ᇥ၌のো和につながる

ኾ生၌物့の生ໍࡰが॰ᇱ֔׋る֒と
֦、人഑੢ྫྷশ染൵の؟スクが࿃減す
るՓֽた、有害化学物質့の汚染対策に
より、人と၌物のଌஅが೙׋׈る

၍ಐ
༥ถ

၍ಐ
༥ถ

気୭ᇥ၌のো和့に
より、Ⴈཨ൵対策、Ⴈ
໷૩শ染൵့の発生
がያ防が෨׋׈る

ライフスタイルのᇥ
化により൶؂םル
՛対策が進むף

効果

12.4  持続可能
なඳፍ生ౌ׬ス
の॰ᇱؕ׻

၍ಐ༥ถ

環境ᆟझの࿃փႺ઄がළ
၅する֒と֦、土壌や水質
がू๷֔׋、生໺૩のष
ᆲが進む

၍ಐ༥ถ
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Ĩī ၟ࿊॒጖ภᆾǍラǏǛȉの防ൊ໲ฑஓཝ

ಛ๹環境課

令和㕵（２㕰２㕳）年４月に施பされた「ूฝ॒来生

物ሓ」により、ே内に৻に定ཧしたၟ定॒来生物につ

いてဒၗᆒଡ及び౦町໠はሻൊのዂআを新たに༶

うことになりました。ሓूฝを೥֐、ଡは、၌ඬ物の

๔኷家からなるၟ定॒来生物ሻൊ対策ଙ၀࡙ࡿव

を設置し、ગ਼度の高い೟についてଙ၀をபいまし

た。同࡙ࡿवでの࡝ଣを၃まえ、ዓ先的にሻൊをப

う೟としてアライグマを๰定し、６（２㕰２４）年㕳月にᆵ

ࣰଡアライグマሻൊ実施૱बを策定しました。

૱बの策定にᄔい、令和６（2024）年度から૱ब

にౄ加する౦町໠に対してアライグマ๔用ᇵ९器を

ኅൌ༃ይするととׁに、ᇵ९଼体のശ分体ฑのธ備

をபいます。また、ᇵ९ගሇを基に生ໍቹ度やᇵ९

をഓ࿾的にபう地域等を分ืするための電౤地図

システムをஓ築します。ᇏ֚て、ద年にࢂき໗き、౦

町໠ධࡿや地域住民を対ඉにሻൊ஬೺वを開௹し、

ሻൊの༶い手をࡱ成します。

また、アライグマをはじめとする॒来生物ኴ༎の೗

なମࢀは、࠮ৡ、৕ඊ用に෗ࡡ的に海॒からಏ֠௔

のが、৉ጫሐ৾や၄ሦによりኾ生化したことにׁ֟ג

あります。こうしたことから、॒来೟を入れない、ኾ॒

にಾてない、໢地域に拡֑ないという、予ሻኜの૖

発ׁഓጅであるため、小中ॺ஑やೂवੱࡱ施設を対

ඉに生物໣ዻ性ᇱ๺の࡝ਟや॒来೟ኴ༎を׎かり

やすくश๊する஬౧Ⴣଧ事業を実施します。

これらの取組により、ଡ・౦町໠・地域が一体とな

ったアライグマሻൊ実施体ฑをஓ築し、૱ब的、効ऐ

的及び૫໗的なሻൊを進め、ؤン؍ルスの推進に৳

ይする生物໣ዻ性ᇱ๺にဖめていきます。

ǍラǏǛȉ

第２章 県内の主な取組 第２節 ᆵࣰ県の取組
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ĨĬ ǍジǍൂདࡰ୶Ɔの環境෗ఔࡱถଞೲ 

環境ทప課 

቎ଡでは、૪అ発展が進ֿアジアൂ地域の環境

ኴ༎のशଂに஭ଝするため、アジアൂ地域との環境

੤力を実施しています。 

○ 人材育成研修の実施 

平成１㕸（２㕰㕰６）年度から、「ᆵࣰଡே఑環境෗材

成ଞೲ」として、環境੤力੤定࿙ଅ地域を中඾にࡱ

アジアൂ地域の環境施策の中७を༶うபท঱をൣ

き、各地域のニーׯにࣤじたଞೲをபっています。 

令和㕵（２㕰２㕳）年度は、10 月にタイや؎ト׿ムを

対ඉとして、一ᄤ჋৾物ശጫや大気ࣞ๟対策をテー

マとしたଞೲをபい、11 月には中ேを対ඉに、჋৾

物のശጫ・ഩ環利用をテーマとしたଞೲをபいまし

た。 

ଞೲでは、႘቎に։֐る一ᄤ჋৾物の収集運ᄚ

及びശጫሑሓや再資源化に୶֐たೂवシステム֤く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りなど、ଡ内ಛಓ体や事業者の取組をൾऴしました。 

ଞೲࡿは、現地౽ళでごみശጫ施設等の೻いや

ແࣿの有ኅを॰Ⴁしながら環境ਙടの効ऐをॺび、

環境ᇱ୦のഓጅ性を再Ⴁಡしました。 

各רース最೸႘の๺体၀ਢではঊ発な࡝ଣ୪হ

がப׎れ、このଞೲをྫྷしてபท঱同ౠの୪ጺをよ

り一ພෆめることができました。 

これまでに、238ָ࣊኎のଞೲࡿを೥֐入れて։

り、ଞೲࡿは、቎ଡの環境ਙടやכ؄כ؃をಏ֠਀り、

現地の環境ू๷に৳ይしています。さらに、ଞೲを

ྫྷじた෗的ネットؤークのஓ築により、ଞೲࡿ㖈㕻は

現地のே఑環境੤力事業のັ୵・༶当者として、቎

ଡとのੲဍしዂを༶っています。 

ௗଢ଼ׁ቎ଞೲ事業をౡめとしたアジアൂ地域との

環境੤力を推進していきます。 
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፭ᎬĬႩဗᆵࣰ県ே఑環境෗ఔࡱถଞೲのዻ౤ 

効果

12.2 天然資源の持続可能な管理及び効率的な利用
12.4 化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出削減
12.5 廃棄物の発生防止、削減、再生利用
12.8 自然と調和したライフスタイルに関する普及啓発9.4 環境に配慮した技術の導入

3.9 有害化学物質、大気、
水質、及び土壌汚染対策

効果処分場の適正化に資する協力や、環境技術の
導入により、大気、水質、土壌汚染対策が進む

福岡方式廃棄物処分場や環境
技術の導入により、廃棄物の
再利用や削減につながる

福岡方式廃棄物処分場の普及展
開や技術ガイドブックにより、環
境に配慮した技術の導入が進む

11.6  大気の質及び廃棄物の管理

処分場の適正化に資する協
力や、環境技術の導入により、
居住環境上の悪影響の軽減
につながる
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第２章 県内の主な取組 第３節 市町村の取組

ሾડೱ市の取組

�ሾડೱǛȕーȞǏȞǼクǳ�の推進  
環境અǛȕーȞถྙ推進課

令和６（2024）年㕳月に策定した「ሾડೱ౦基቎૱ब」に։い

て、ሾડೱ౦の強みであるグリーン産業の発展にഓ࿾的に取り組

ֿ、「ሾડೱグリーンイン؆クトの推進」をૡ֑ました。

環境と૪అの୻ഩ環によるグリーン成ྙを目指し、ᆭ力発電৘

ᎌ産業のຳ஽੐࿾૛成、෯素の供給・利ঊ用੐࿾化などに取り

組みます。また、ೂवड༎に対ࣤした新たなリサイクル事業のຕ

ഞなど、ಏ໗可能な૛で資源を利用するサーؚעラーエ؃ؔרー

（ഩ環૪అ）を推進します。

こうした取組により、グリーン産業のさらなる集ูを目指すとと

ׁに、再生可能エネルギーやリサイクル৿能などዻyな環境अཏ

を࿓供することにより、౦内৫業のே఑੡ຮ力の強化を図る「ሾ

ડೱグリーンイン؆クト」を推進します。
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第２章 県内の主な取組 第３節 市町村の取組

ᆵࣰ市の取組

༨༼ຍ（CN）・ഩ環૪అ（CE）・ಛ๹௺੹（NP）

のျ஽࿨推進
環境ทప課

ະୗにࢬ੽しあう「気୭ᇥ၌」や「海洋プラスチックごみ」、「生物

໣ዻ性のໟಪ」等のኴ༎は、பท֟֐でशଂすることは௘ႍです。

そのため、ᆵࣰ౦では౦民へのஃሇ૖発や৫業とのᎌૢにഓ࿾

を置き、౦民のப၌ᇥ容促進を目的としたஃሇ๗ጸの策定・実施

や、環境૪営のจኾ拡大を目的とした৫業とのネットؤークஓ築な

どに取り組み、ະୗにࢬ੽しあう「༨༼素（CN)」「ഩ環૪అ（CE)」

「ಛ๹再੹（NP）」の実現に୶֐て、ျ஽的に施策を推進していき

ます。

ಈ઄૩ඳ品჋৾ᆾ໴ప
૱ब課

ᆵࣰ౦は、事業സからഞるඳ品჋৾物の資源化（ಆፍ化・໳ᅆ

化・メタン化）に取り組ֿ事業者への支࣍として、ಆፍ化施設または

メタン化施設で新たに資源化する఑のശጫ費用のᇸൃや、分別ᇱ

৉඘സのธ備費用のᇸൃ、事業用生ごみശጫ৿（໳ᅆ化）のம入・

設置費用のᇸൃをபっています。

また、モデル小ॺ஑では、給ඳのඳָౖしを減らす取組みやྔጫ

く֙の໳ᅆ化、メタン化施設での資源化をಀப実施しています。

3 分ኾのျ஽࿨推進

ಃଳ化の፯

ǖーȇȞǶȐーǳラȖǼッǜージ
༨༼ຍೂव推進課b༨༼ຍಈ઄推進課

ᆵࣰ౦は、༨༼素ೂवの実現に୶2040」、֐ 年度温ಬ効ऐ

スჍഞፘ実ಱゼロ」のチؘレンジをૡ֑、ዻyな取組みを進めס

ています。その１つとして、౦民、事業者それ֝れの৘඾にあ֚׎

た、ᆳஃいᇸൃや支࣍メニؚーを「נーボンニؚートラル؆ッצー

ジ」として一体的にஃሇし、༨༼素ப၌をଢ଼ࣥししています。

令和６（2024）年度は、事業者のニーׯを၃まえ、省エネ設備

や太陽光発電設備の設置に対するᇸൃ上限ॽを令和㕵年度の最

大㕵ზに拡ഊするととׁに、ઞዩ৿৘とᎌૢした༨༼素を目的と

する ዩ資への支࣍をท令౦でഷめて実施しています。

詳఍はb市ホームページ

をご覧くださいc

¾ᇸൃᎲはᆵࣰ市थੌ௻་

の૱īࣳ 9,410 ቮࣅ

CO2 ణଲ୲ऐはbႩ৖

14,039 ǳȞをଣ௔ǈƜ

いƳƎc

カーボンニュートラル
脱酸素社会の実現

CN

サーキュラーエコノミー
循環経済の確立

ＣＥネイチャーポジティブ
自然再興

（自然多様性の回復）

ＮＰ
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第２章 県内の主な取組 第３節 市町村の取組

་ኆဂ市の取組

クーȕȞǛǢǒȖǪー(౪࿊ഹႨᅊႍ౮設)の౪࿊
環境ᇱ๺課

ᆵࣰଡに「Ⴈ中൵ၟ別૳ीアラート」が発ᅳされた඘஽に、Ⴈ

中൵による健康ᅇ॔の発生ሻ౱が図られるよう、令和 6（2024）

年 5 月 24 ႘に、「イןンモール大ኆဂ」及び「ׅめタכン大ኆဂ」

と「気୭ᇥ၌適ࣤሓに基֤く指定ഹႨᅊႍ施設に૒る੤定」を࿙

ଅし、クーリングシלルター（指定ഹႨᅊႍ施設）に指定しました。

あ֚׎て、㕹つの公共施設（౦ዂസሾ別館 1 ॎロ؈ー、౦ዂസ

ධࡿव館 1 ॎඳ၎、中央地区公民館、ూ๖地区公民館、്立地

区公民館、ਦኾ地区公民館、ూཕ地区公民館、手ছ地区公民

館、‱჉地区公民館）をクーリングシלルターに指定しました。

大ኆဂ౦に։֐るクーリングシלルターは、民間൒業施設と公

共施設をあ֚׎て、11 施設となっています。

�ፏƴƞƈǂ(クーȖスȈッǳ)�ಈ઄の開始   
環境ᇱ๺課

大ኆဂ౦では、令和６（2024）年７月１႘から㕹月㕳㕰႘までの

3 月間を、これまでႨ中൵૳ीアラートの発ᅳが໣く、かつႨث

中൵の発生リスクが高くなっているৼ間であることから、ᆵࣰଡ

にႨ中൵ၟ別૳ीアラートが発ᅳされていないಐでׁ、気૴に

「ፏみどこ׌（クールスؒット）」としてクーリングシלルターを利用

してׁらうことができる取組みを開ౡしました。

クーリングシלルターとして指定している施設๺てが「ፏみど

こ׌（クールスؒット）として利用可能です。

੤࿊࿙ଅಠ

ፏƴƞƈǂȈスǪー
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第２章 県内の主な取組 第３節 市町村の取組

ਵጽᇚ市の取組

พຣ୿場のዬඖ電፛ঊዿƜ�電፛のདౌད൯�   
環境ᆪ౮設課

พຣ୿඘のごみ発電から生じる余剰電力を、電力事業者をऴ

さ֙、公共施設にຽ電する「ಛୂ༛ຽ」事業を令和６（2024）年

㕵月から開ౡしました。（※቎事業は、㕵（2023）年 1 月から開ౡ

していた਺؃෢クリーンװンターの余剰電力を、電力事業者をऴ

して公共施設にຽ電する「༛ຽ」事業を発展さ֚たׁのとなりま

す。）

㕼㖈2 ؊リー電源のঊ用による温ಬ効ऐסスჍഞの削減と、ご

みから発電した電力を౦の施設でঊ用する「電力の地産地消」

を進めます。

ຽ電対ඉ施設は、公共施設㕹施設で、㕼㖈2削減効ऐは年間ዃ

２ӣ㕸㕰㕰㖧⿜㕼㖈2とଣ௔גでいます。

౪࿊ごƴ༂のၟ小ǠǏǥをᄦპ開始
環境ᆪಃଳഩ環推進課

令和 6（2024）年７月１႘から家࿍用のၟ小型指定ごみ

༂を１㕰቙㕸㕰ࣅでᄦპを開ౡしました。

㕵㕰㕰ؔリリットルの؏ットボトルが։よそ 6 ቎入るサイׯ

で、一ᆪの࿷ᇲではプラスチックごみ削減のためにレジ༂

の代׎りとして֯らპりׁしています。また、レジ༂の代用

品としてౚ用してׁらえるよう、新たなデ׫インを౦民ဨᅲ

によりଂ定しました。

燃や֚るごみと௢֛てഞされることが໣い容器包装プラ

スチックや౸類をฝしく分別すれ֯、これまで大型でഞして

いたごみをၟ小型にጌえることができます。環境や家૱の

ᆟ༶が൛ないၟ小型指定ごみ༂のঊ用により、ごみ減ፘや

プラスチックごみの削減を推進していきます。

ಛୂ༛ຽによる CO2

؊リー電気の供給

発電施設

਺؃෢・上ྥクリーンװンター

೥電施設（㕹施設）

中央ච化װンター໢

ಛୂ༛ຽǏȌージ෨

分別Ɯごƴのፘを

་ᆳƠଲƾƐƳƎ

分別でごみのፘを減ら֚ます

資源物

生ごみなど

ごみ༂（大）

分
別

容器包装プラスチック

؏ットボトル

ଽ౸類

ごみ༂（ၟ小）

分別Ɯごƴのፘを

་ᆳƠଲƾƐƳƎ
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ଽर市の取組

ȚȞȃȖス஬௶の開௹              
市ኁᆪ環境課

ଽर౦では、令和5（2023）年3月 18႘にᅳነした「ؤン؍ル

ス๓ସ」のጫႪに基֤き、౦内の小中ॺ生とそのᇱ୦者を対ඉと

してැ౤でॺֵ環境஬௶「ැ౤でॺֵؤン؍ルスと჉のִれあい

体ଫ」を 5（2023）年 9 月 16 ႘に開௹しました。

ルスの基቎ሑ෕等についてのᎭをしたଢ଼、ᆵࣰଡ჉ട؍ンؤ

੡ਙ඘で჉とのִれあい体ଫをபい、෗と၌物のかか׎りሑに

ついて体ଫしてॺֵことができる஬௶をபいました。

ௗଢ଼ׁؤン؍ルスのᆗ及૖発に૬がるような取組をபっていき

ます。

჋ඳውष収ȇックスの設མ                 
市ኁᆪ環境課

ଽर౦では、家࿍からჍഞされる჋ඳውの回収促進を図るた

め、ద年度、౦内公共施設等 3 ङസ（ଽर౦ዂസ・サンרスモଽ

र・サンリブଽर࿷）に჋ඳው回収ボックスを設置しました。設置

の効ऐׁあり、ௗまでのັ୵回収にᄾָ回収ፘがໃ加しました

（前年度ᄾዃ㕳ზ）。

ȚȞȃȖス஬௶のዻ౤

市役സƠ設མしƛいǀ

჋ඳውष収ȇックス
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਺೓市の取組

第２಑਺೓市環境ৰ቎૱बのప࿊                 
環境ᇱ๺課

਺೓౦では、平成２㕵（2013）年に「਺೓౦環境基቎૱ब」を策

定し、環境ᇱ๺にဖめてまいりました。この度、૱बৼ間の満ፇに

ᄔい、新たに「༌２次਺೓౦地球温暖化対策実ப૱ब(事ኃ事業

ᇨ)」を৞めた「༌２次਺೓౦環境基቎૱ब」を策定しました。

቎૱बは、「ಏ໗可能な開発目ᅮ(SDGs)」や「෗間֟֐でなく

؏ットやኾ生生物のすָてを৞めた๺体の環境の健康をᇱつ(ؤ

ン؍ルス)」などのೂव၌୶のᇥ化を၃まえて、策定しています。

また቎౦はかつてุ༼産業がมגな地域であり、౦内には໣く

のボタ౅が૛成されていました。現ఓではሟかな፜にఀられて։

り、このᇥሸは቎౦のၟනとしてཐられています。

቎౦のၟනであるみどりをঊかす施策を推進し、環境的に෗に

やさしいま֤֠くりを目指します。
第２಑਺೓市環境ৰ቎૱ब

進੹དતଜኔ๖を೙ǀवƁ

ओ๖ච化ঊ၌を౐Žƾǁᅳൠ            
環境ᇱ๺課

進੹地区ଜኔ๖を೙るवは、ओ๖ච化ঊ၌に取り組み、周辺

地域の環境ᅖ化୶上、ᅖ化౩ມのᆗ及૖発ঊ၌にྙ年ෞ力され

たୱ฻をႡめられ、令和㕵（2023）年６月に「ᆵࣰଡဒ౦፜化ୱ

᎕者ཐ事ᅳൠ」を、６（2024）年６月に「令和６年度環境ᇱ๺ୱ᎕

者等ᅳൠ（環境大෍ᅳൠ）」を೥ඊしました。

同ཆ体は、ቚ年㕵月から１㕰月にか֐て年㕵回࿘度のຶঢり及

びရཟ等のᇦ֤֐、ቚ月༌㕳႘ዹ႘にごみ೴いをபっています。

वࡿが一ঢ়となり、႘ඛ的なᅖ化ঊ၌をྫྷして環境ࢸ生のࡥಏ・

ू๷にဖめるととׁに、ؐタルがᅌび୪う᮸፻なओ๖を೙ってい

ます。
ଜኔ๖ጺࡰの಼෉

（市च:ǽǗȞǻǵ）
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鞍手町の取組

鞍手町役場新庁舎の Nearly ZEB 化      
管財課庁舎等建設推進係

鞍手町では、令和７（2025）年１月に開庁を予定している新庁

舎について、省エネルギー性と快適性・健康性を両立する次世代

型の環境共生庁舎の実現を目指し、Neary ZEB（ニアリー ゼ

ブ）※1を満たす基準での建築に取り組みました。

具体的な取組として、庁舎への太陽光発電設備、蓄電設備や

EMS（エネルギーマネジメントシステム）の導入による省エネと再

エネを最大限生かした高効率な施設運営と、周辺施設（中央公民

館等）とのマイクログリッド化※2 による太陽光発電設備の余剰電

力の効率的な利用とレジリエンス強化を展開します。

また、町が率先して公共施設のZEB化の実施モデルとなること

で、地域の事業者による建築物の ZEB 化促進を図ります。

詳しくは町ホームページ

をご覧ください

※１ Nearly ZEB とは、省エネと
再エネの導入により、従来の基準
建築物で消費する年間の一次エ
ネルギー収支の 75％以上削減を
目指した建物のことです。

※２ マイクログリッドとは、限られ
たエリア内で太陽光発電などの再
生可能エネルギーにより電気をつ
くり、当該エリア内で電力供給を
賄う（エネルギーの地産地消）仕
組みのことです。

筑前町の取組

小型家電・製品プラスチックの分別収集の開始                 
環境防災課

筑前町では、資源の有効利用及び海洋プラスチック削減やレア

メタルの回収、そして地球温暖化対策のため、令和６（2024）年４

月から各地区のステーションで分別収集している資源ごみに「小

型家電」「製品プラスチック」の分類を追加しました。

これまで小型家電は平成 29（2017）年度から庁舎に回収ボッ

クスを設置していたのに加えて、分別収集をすることによって、さ

らなるレアメタルの回収及びリサイクルを推進していきます。また、

同じ素材でありながら「容器包装プラスチック」はリサイクル、「製

品プラスチック」は可燃ごみという分かりにくい状況であったこと

から、住民に分かりやすい分別ルールを定めることで資源の収集

拡大を目指します。

分別収集開始の案内

（町ホームページ）
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